
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 笑顔・元気・感謝にあふれる学校づくり 』 
校長  酒井 睦美 

 

  春のあたたかい陽ざしの中、本日、153 名の新入生を迎え、全校生徒 409 名で第二中学

校の令和４年度のスタートをきることができたことに、本当に嬉しく感謝の気持ちでいっぱ

いです。 

保護者の皆様、お子様のご入学、ご進級、おめでとうございます。 

地域の皆様、今年度も第二中学校の応援よろしくお願いいたします。 

私は、この 4 月より校長として赴任してきました酒井と申します。以前教員として勤務し

ていたこともあり、20年ぶりに思い出がいっぱい詰まったこの二中に戻ってくることができ

て、懐かしく感激しております。あの頃のような若さはもうありませんが、あの頃のように生

徒たちを全力で応援し、先生たちと一緒に頑張っていきますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

以下に、今年度の第二中学校の重点的な取り組み方針を記載しております。生徒たちの心

と体の健全な育成のため、教職員一同力を合わせて、導き、見守り、応援し、一緒に成長でき

るよう努めてまいりますので、どうぞご支援ご協力、よろしくお願いします。 

 
 
今年度（令和４年度）の重点的な取り組み 

 
『 いてくれてよかった、いてくれてありがとう 』 
 ～そう感じてもらえている喜びを通して自己有用感を育てる～ 
～そう素直に感謝の気持ちを伝え合える仲間づくり～ 

 
「自己有用感」（自分の存在を価値あるものとして受け止める感情）を生徒の育成に繋げる 
「困難に対して、他者と協力しながら問題解決をしていく場面から学ぶ」 

日々の授業、学級活動、委員会活動、係活動、清掃、行事、部活動など、あらゆる 
場面で、生徒たちがお互いの存在価値を実感できるような成長に繋げていきます。 

   
  < 伸ばしたい力 >  

１．自他ともに人（人権）を大切にし、生き方を育む学びの力 
     ＊他者に対して思いやりのある行動をとることができる （いじめや差別を許さない） 

＊自分に自信を持つ     ＊他者と協働できる     ＊自分で考える 
＊学習への意欲を高める   ＊自主的・自律的な行動ができる 

   ２．将来の幸せにつながるキャリア教育 
        ＊あいさつ   ＊時間管理   ＊身だしなみ  ＊規範意識 
        ＊パソコンスキルの向上  →  プレゼンテーション力をつける 
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“START” 

教育目標  ○すべての教育活動に人権尊重の精神を貫き、個性を伸ばし、豊かな人間性を育てる。 
○家庭、地域と連携を図り、社会性を培い、「生きる力」を育てる。 

令和４（２０２２）年度がスタートします。毎年この時期は慣れ親しんだ教職員の方たちとの 

別れの悲しみと、新しく来られた教職員の方に会う喜びの気持ちが交錯します。 

これから１年間よろしくお願いします。 

教 職 員 人 事 紹 介 

【教職員体制】 

校       長  

教       頭  

首       席  

 

  

支 援 学 級  

通 級 指 導 教 室  

院 内 学 級  

介  助  員  

事  務  室  

保  健  室   

  

 

校  務  員   

読 書 支 援 員  

食   堂   

ICT サ ポーター   

警  備  員  

 

【部活動顧問】 

美術部  

吹奏楽部  

演劇部  

野球部  

女子バレーボール部  

  

  

男子ソフトテニス部  

女子ソフトテニス部  

卓球部  

サッカー部  

バドミントン部  

 

※支援学級では園芸部として、校内の花壇の 

整備などを行っています。 

裏面には今年度の予定を載せております。 

【本校を去られた教職員】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本校にお迎えする教職員】 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

※令和４年４月８日（金）現在の予定です。 

※日付、曜日等も変更になる可能性があります。ご留意、ご容赦ください。 

吹田市立第二中学校 令和４（２０２２）年度 予定 

〈４月の主な予定〉  

8 日（金）入学式 １学期始業式 

11 日（月）写真撮影 午前中授業 

12 日（火）授業開始 身体測定 食堂開始 

15 日（金）離任式 

18 日（月）中学校給食開始 

19 日（火）３年全国学力・学習状況調査 

27 日（水）生徒議会 

28 日（木）評価説明会 進路・修学旅行説明会 

 

〈５月の主な予定〉   

12 日（木）放課後学習会～17 日（火） 

19 日（木）1 学期中間テスト～20 日（金） 

25 日（水）二中 B 交流会 

27 日（金）生徒総会 

 

〈６月の主な予定〉   

12 日（日）3 年修学旅行～14 日（火） 

15 日（水）3 年代休 

16 日（木）放課後学習会～21 日（火） 

22 日（水）1 学期期末テスト～24 日（金） 

 

〈７月の主な予定〉   

8 日（金）１・３年三者面談～15 日（金） 

8 日（金）短縮授業～19 日（火） 

20 日（水）１学期終業式 

 

〈８月の主な予定〉   

25 日（木）2 学期始業式 

26 日（金）全学年実力テスト 

 

〈９月の主な予定〉   

 6 日（火）３年大阪府チャレンジテスト 

16 日（金）人権文化祭 

22 日（木）放課後学習会～28 日（水） 

29 日（木）２学期中間テスト～30 日（金） 

〈10 月の主な予定〉   

20 日（木）体育祭 食堂・中学校給食停止 

21 日（金）体育祭 予備日 

24 日（月）体育祭 予々備日 

27 日（木）中学校連合体育大会 

 

〈11 月の主な予定〉   

2 日（水）3 年実力テスト 

10 日（木）放課後学習会～15 日（火） 

16 日（水）2 学期期末テスト～18 日（金） 

 

〈12 月の主な予定〉   

2 日（金）子どもたちの人権芸術展～ 8 日（木）  

14 日（水）全学年三者面談～21 日（水） 

22 日（木）芸術鑑賞 

23 日（金）2 学期終業式 

 

〈1 月の主な予定〉   

10 日（火）３学期始業式 

11 日（水）1・2 年チャレンジテスト ３年実力テスト 

19 日（木）３年放課後学習会～24 日（火） 

25 日（水）３年学年末テスト～27 日（金） 

 

〈２月の主な予定〉   

8 日（水）1・2 年放課後学習会～14 日（火） 

10 日（金）私立高校入試～11 日（土） 

15 日（水）1・2 年学年末テスト～17 日（金） 

15 日（水）3 年三者面談～21 日（火） 

20 日（月）特別選抜入試～21 日（火） 

 

〈３月の主な予定〉   

  10 日（金）公立一般入試 

  14 日（火）卒業式 

  24 日（金）修了式 

 

第二中学校では、英語科と数学科で少人数授業を実施いたします。 

少人数指導の方法は、習熟度別分割、均等分割、一斉授業（ティームティーチング：TT 体制）など

の方法を考えています。習熟度別分割では、１クラスを基礎学力の定着を目的に基本的な課題に取

り組むグループと標準的な課題から発展的な課題まで学習するグループに分けて授業を行います。

均等分割では、１クラスを学力や性別などを加味しながら、２グループが平均的になるように分けて

授業を行います。一斉授業（TT 体制）を含め、１年間を通して、学習内容に適した学習形態を計画

的に実施していきます。 

少人数授業について 

 

生徒の学校への携行品について、授業で用いる教科書やその他教材、学用品や体育用品等が 

過重になることで、身体の健やかな発達への影響等が懸念されております。 

第二中学校では生徒の姿勢や身体の健やかな発達への影響を考え、学校への携行品の軽減に

ついて、下記のとおり対応しております。 

・基本的に家庭学習で使用する予定のない教材等については、教室に置いて下校してもよい。 

・学期末に持ち帰る際、携行品の分量が特定の日にかたよらないように、数日に分けて計画的に 

持ち帰る。 

登下校時の携行品に係る配慮について 

 

お子様の検温、健康観察および健康観察カードの記入等、ありがとうございます。お子様並びに同

居のご家族がＰＣＲ検査を受けることになった場合は、出席停止の扱いとなりますので、速やかに学

校へ報告いただきますようお願いします。また、受ける可能性が生じた場合もご連絡いただきますよう

お願いいたします。 

登校前に検温し、健康状態が良好であることを確認したうえで、マスク（可能な限り不織布マス

ク）を着用して登校させてください。また、登下校時にも密集を避け、登校後や帰宅時のこまめな手洗

いを促してください。引き続き、マスクの着用や手洗いの励行等について、ご家庭でもお声かけをよろ

しくお願いいたします。 

 

マスクの効果（スーパーコンピュータ「富岳」によるシミュレーション結果） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可能な限り不織布マスクの着用をお願いします 


